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億
円

22
％
の
増
加

経
済
産
業
省
ま
と
め
の
２

０
２
１
年
の
バ
ル
ブ
の
生
産

高
は
金
額
、
生
産
重
量
と
も

前
年
実
績
を
上
回
り
、
３
年

続
き
の
低
迷
か
ら
脱
し
て
回

復
軌
道
に
乗
っ
た
。

バ
ル
ブ
生
産
額
は
こ
こ
数

年
の
ピ
ー
ク
の
１７
年
か
ら
１８

年
で
２
・
５
％
減
、
１８
年
で

さ
ら
に
１
・
４
％
減
、
１９
年

で
０
・
４
％
増
の
ほ
ぼ
横
ば

い
と
低
迷
が
続
い
て
い
た
。

２１
年
に
入
っ
て
回
復
基
調

が
鮮
明
と
な
り
、
同
年
の
生

産
金
額
は
前
年
比
２２
・
４
％

増
の
５
３
４
３
億
８
７
０
０

万
円
と
、
３
年
続
き
の
不
調

か
ら
完
全
に
抜
け
出
し
た
。

生
産
重
量
も
３
・
５
％
増
の

１４
万
８
７
３
９
㌧
と
、
２０
年

（
同
７
・
８
％
減
）
の
低
迷

か
ら
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

品
種
別
に
生
産
金
額
を
み

る
と
、
ス
テ
ン
レ
ス
弁
の
３２

・
６
％
増
（
１
４
５
５
億
１

６
０
０
万
円
）
を
筆
頭
に
、

青
銅
・
黄
銅
弁
が
１６
・
４
％

増
（
３
２
０
億
７
５
０
０
万

円
）、
自
動
調
整
弁
が
１５
・

１
％
（
１
６
６
４
億
７
４
０

０
万
円
）、
給
排
水
栓
類
も

１４
・
６
％
増
（
１
１
５
８
億

４
１
０
０
万
円
）
と
い
ず
れ

も
好
調
を
キ
ー
プ
し
た
。

鋳
鉄
弁
は
０
・
７
％
増

（
５
７
８
億
５
４
０
０
万

円
）
と
伸
び
悩
み
、
高
温
高

圧
弁
は
２２
・
０
％
減
（
４１
億

８
４
０
０
万
円
）、
鋳
鋼
・

鍛
鋼
弁
は
１０
・
４
％
減
（
１

２
４
億
１
０
０
０
万
円
）
と

減
少
し
た
。

一
方
、
重
量
で
は
鋳
鋼
・

鍛
鋼
弁
（
１１
・
１
％
減
）
と

青
銅
・
黄
銅
弁
（
２
・
９
％

減
）は
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、

自
動
調
整
弁
（
９
・
９
％

増
）、
高
温
高
圧
弁
（
９
・

１
％
増
）、
給
排
水
栓
類（
４

・
０
％
増
）
は
堅
調
に
回
復

し
た
。
ス
テ
ン
レ
ス
弁
（
１

・
０
％
増
）、
鋳
鉄
弁
（
０

・
３
％
減
）
は
ま
ず
ま
ず
で

推
移
し
た
。

『
水
を
求
め
て
』

「
猛
暑
日
に

オ
ア
シ
ス
見
つ
け

急
降
下
」

（
長
吉
秀
氏
・
福
岡
県
）



技
術
向
上
・
人
財
育
成
・
環
境
対
策

多
彩
な
取
り
組
み
展
開

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
（
会

長
堀
田
康
之
氏
）
は
、
バ
ル

ブ
産
業
の
地
位
向
上
を
め
ざ

し
て
３
月
２１
日
を
「
バ
ル
ブ

の
日
」
に
制
定
し
、
広
く
一

般
に
バ
ル
ブ
の
重
要
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
広
報
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

「
バ
ル
ブ
の
日
」
は
、
２

０
０
９
年
の
同
工
業
会
第
３０

回
定
時
総
会
で
定
め
た
。
会

員
企
業
か
ら
意
見
を
募
り
、

広
報
委
員
会
が
審
議
し
て
同

工
業
会
が
「
日
本
弁
工
業

会
」と
し
て
発
足
し
た
日（
１

９
５
４
年
３
月
２１
日
）
に
決

定
し
た
も
の
。
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ば
る
ち
ゃ

ん
」
を
作
成
し
て
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
注
力
す
る
と
と
も

に
、
写
真
と
川
柳
を
組
み
合

わ
せ
た
「
バ
ル
ブ
フ
ォ
ト
五

七
五
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
。

同
工
業
会
は
１３
年
４
月
、

一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
組

織
体
制
を
改
革
、
１４
年
に
は

工
業
会
創
立
６０
周
年
記
念
式

典
を
東
京
で
挙
行
し
た
。
同

工
業
会
は
技
術
向
上
対
策
、

環
境
対
策
、
雇
用
対
策
、「
人

財
」
育
成
、
広
報
活
動
な
ど

幅
広
い
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

例
え
ば
、
バ
ル
ブ
初
級
研

修
の
公
開
講
座
も
そ
の
一

つ
。技
術
委
員
会
が
主
催
し
、

会
員
以
外
の
企
業
を
対
象
と

し
た
講
座
で
バ
ル
ブ
の
種
類

・
構
造
・
関
連
法
規
格
な
ど

基
礎
的
な
内
容
か
ら
自
動
弁

な
ど
個
別
の
製
品
に
つ
い
て

講
義
を
行
う
も
の
。
バ
ル
ブ

を
取
り
扱
う
建
築
設
備
、
プ

ラ
ン
ト
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
会
社
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

社
、
商
社
、
施
工
会
社
な
ど

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

同
工
業
会
で
は
創
立
７０
周

年
を
迎
え
る
２
０
２
３
年
度

ま
で
の
中
期
活
動
計
画
「
Ⅴ

７０
」
を
策
定
し
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。中
期
活
動
計
画
で
は「
次

世
代
へ
つ
な
げ
る
新
し
い
働

き
方
へ
の
転
換
」「
未
来
の

社
会
に
貢
献
で
き
る
先
進
的

な
技
術
と
商
品
づ
く
り
」

「
社
会
全
体
の
脅
威
・
リ
ス

ク
に
対
応
で
き
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
強
化
」「
バ
ル
ブ
産

業
の
認
知
度
向
上
」
を
大
き

な
柱
と
し
、
バ
ル
ブ
産
業
の

発
展
に
向
け
て
各
組
織
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
実
施
し
て
い
く
と
し
て

い
る
。

「
生
産
・
加
工
・
設
計
・

評
価
技
術
の
人
財
力
強
化
」

に
つ
い
て
は
①
会
員
企
業
の

技
術
力
向
上
を
底
上
げ
す
る

た
め
、
必
要
な
ス
キ
ル
や
レ

ベ
ル
が
把
握
で
き
る
よ
う
な

年
間
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー
が
計

画
的
に
立
て
ら
れ
て
い
る
②

会
員
企
業
が
年
間
の
受
講
計

画
を
立
て
や
す
い
よ
う
、
ニ

ー
ズ
が
あ
る
科
目
の
過
不
足

が
な
い
研
修
メ
ニ
ュ
ー
が
で

き
て
い
る
―
―
が
目
標
。

ま
た
、「
安
全
、
安
心
で

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
①
他
業

種
よ
り
も
安
全
な
業
界
を
実

現
で
き
て
い
る
②
業
界
の
実

情
や
取
り
組
み
内
容
を
対
外

向
け
に
Ｐ
Ｒ
も
で
き
て
い
る

③
安
全
衛
生
委
員
会
が
会
員

の
労
働
安
全
衛
生
向
上
の
た

め
の
情
報
提
供
な
ど
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
④
バ
ル

ブ
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
多
く
の
参
加
者
に
と
っ
て

有
益
な
活
動
と
な
り
、
自
発

的
な
活
動
が
定
期
的
に
継
続

開
催
さ
れ
て
い
る
⑤
会
員
の

３
／
４
以
上
が
バ
ル
ブ
安
心

安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入

し
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
⑥
健
康
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
実
現
で
き
て
い
る
―
―

を
め
ざ
す
。

一
方
、
環
境
対
策
で
は
独

自
の
環
境
ラ
ベ
ル
制
度
「
環

境
配
慮
バ
ル
ブ
登
録
制
度
」

の
普
及
・
啓
発
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
同
制
度
は
、
会
員

企
業
が
新
製
品
を
設
計
す
る

際
に
自
社
従
来
製
品
に
比
べ

て
環
境
側
面
の
改
善
が
加
え

ら
れ
た
場
合
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
ラ
ベ
ル
で
、
２２
年

２
月
末
現
在
、
２２
製
品
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。

バ
ル
ブ
は
流
体
制
御
の
要

で
あ
り
、
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
在
り
方
の
転
換
も

追
い
風
に
な
り
、
そ
の
重
要

性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く

と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

背
景
に
同
工
業
会
は
一
層
普

及
・
啓
蒙
活
動
に
注
力
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。
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昨
年
は
、
先
行
き
不
透
明

な
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
他
の
工
業
分
野
と
同

様
に
バ
ル
ブ
業
界
に
お
い
て

も
一
昨
年
の
後
半
を
底
に
概

ね
回
復
基
調
と
な
っ
て
お

り
、
２
０
２
２
年
は
コ
ロ
ナ

前
の
水
準
に
戻
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

昨
年
、
当
工
業
会
は
、
創

立
７０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２

３
年
度
を
最
終
年
度
と
す
る

中
期
活
動
計
画
Ⅴ
７０
「
Ａ
ｌ

ｌ

ｆ
ｏ
ｒ

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
〜
社
会
を
支
え
る
バ
ル

ブ
産
業
の
更
な
る
進
化
の
た

め
に
〜
」
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

「
人
財
育
成
」、
高
齢
者

の
就
労
促
進
、
そ
し
て
女
性

の
就
労
環
境
の
改
善
や
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
進
技

術
を
取
り
込
み
、
Ｄ
Ｘ
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
新
し
い
働
き
方
へ
の
転

換
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
地
球
環
境
の
変
化
や
温
暖

化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

環
境
負
荷
低
減
に
貢
献
す
る

製
品
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
、
未
来
の
社

会
に
貢
献
で
き
る
先
進
的
な

技
術
と
、
環
境
に
配
慮
し
た

商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
、

バ
ル
ブ
産
業
の
認
知
度
と
魅

力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通

じ
、
当
工
業
会
を
挙
げ
て
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

管
機
０
３
２
３
０
３

３
面

尚
❶
尚
❷
井 認

知
度
と
魅
力
高
め
る

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
会
長

堀
田

康
之

環境配慮バルブ登録ラベル

23
年
に
創
立
70
周
年

中
期
活
動
計
画「
Ｖ
70
」実
施

イメージキャラクター「ばるちゃん」
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トラブルや故障解決

バルブ公開講座を開催

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
は
２

月
１７
日
、
同
会
技
術
委
員
会

が
主
催
す
る
会
員
以
外
の
企

業
も
対
象
と
し
た
「
バ
ル
ブ

初
級
研
修
（
公
開
講
座
〜
問

題
解
決
編
〜
）」
を
Ｗ
ｅ
ｂ

セ
ミ
ナ
ー
方
式
で
初
開
催
し

た
。内

容
は
、
同
会
の
他
の
研

修
会
受
講
者
か
ら
も
要
望
が

あ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
故
障
診

断
に
特
化
し
た
も
の
で
、
実

際
に
起
こ
っ
た
バ
ル
ブ
の
ト

ラ
ブ
ル
事
例
（
手
動
弁
の
工

業
用
途
で
発
生
し
た
も
の
）

約
３０
件
を
４
つ
に
分
類
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
バ
ル
ブ

の
正
し
い
取
り
扱
い
方
法
を

学
び
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
知
識
向
上
の
場

と
し
て
バ
ル
ブ
を
取
り
扱
う

建
築
設
備
、
プ
ラ
ン
ト
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
、
商
社
、

施
工
会
社
の
他
、
バ
ル
ブ
メ

ー
カ
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

同
会
会
員
企
業
を
含
む
計
４０

社
８６
名
が
受
講
し
た
。

同
委
員
会
で
は
今
年
１１
月

に
も
第
４
回
目
と
な
る
基
礎

編
の
開
催
と
と
も
に
、
２
回

目
の
「
問
題
解
決
編
」
も
自

動
弁
固
有
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

を
加
え
て
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
開
催
案
内
は
同
工

業
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

さ
れ
る
。
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管
機
４
面

０
３
２
３
０
４

岡
❶
尚
Ｋ
井

254
人
か
ら
509
作
品
応
募

日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
は
、

「
バ
ル
ブ
は
生
活
、
産
業
を

支
え
る
重
要
機
器
で
あ
り
、

一
般
の
認
識
を
高
め
た
い
」

と
し
て
３
月
２１
日
の
「
バ
ル

ブ
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
「
バ

ル
ブ
フ
ォ
ト
五
七
五
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
、
こ
の
ほ

ど
最
優
秀
作
品
賞
を
は
じ
め

各
賞
を
決
定
し
た
。

作
品
は
、
バ
ル
ブ
が
社
会

生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
役

立
っ
て
い
る
か
、
写
真
と
川

柳
で
表
現
す
る
も
の
。
今
回

の
第
１１
回
コ
ン
テ
ス
ト
は
昨

年
１０
月
１
日
か
ら
今
年
１
月

３１
日
ま
で
作
品
を
募
っ
て
実

施
。
２
５
４
名
か
ら
５
０
９

作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
受

賞
各
賞
は
次
の
と
お
り
と
な

っ
た
（
賞
名
・
作
品
名
・
川

柳
・
作
者
の
順
、敬
称
略
）。

◇
最
優
秀
作
品
賞
（
１
名

・
賞
金
１２
万
円
）「
水
を
求

め
て
」「
猛
暑
日
に

オ
ア

シ
ス
見
つ
け

急
降
下
」
長

吉
秀
（
福
岡
県
）
�
１
面
に

フ
ォ
ト
掲
載

◇
広
報
委
員
長
賞
（
１
名

・
賞
金
３
万
円
）「
石
油
の

里
」「
語
り
継
ぐ

日
本
の

石
油

も
の
が
た
り
」桂（
フ

ォ
ト
ネ
ー
ム
、
新
潟
県
）

◇
五
七
五
賞
（
川
柳
に
特

に
優
れ
た
作
品
と
し
て
今
回

新
設
、１
名
、賞
金
３
万
円
）

「
港
町
の
年
末
風
景
」「
バ

ル
ブ
開
け

今
年
最
後
の

一
仕
事
」齋
藤
満（
岩
手
県
）

◇
優
秀
作
品
賞
（
２
名
・

賞
金
３
万
円
）
▽
「
勇
気
を

出
し
て
」「
告
白
の

前
に

は
喉
を

潤
し
て
」
中
川
雄

喜
（
愛
媛
県
）
▽
「
初
め
て

バ
ル
ブ
を
ひ
ね
っ
た
ら
…
」

「
初
め
て
は

水
出
る
高
さ

予
想
外
」
ピ
ー
マ
ン
ト
マ

ト
（
フ
ォ
ト
ネ
ー
ム
、
神
奈

川
県
）

◇
入
選
（
５
名
・
賞
金
１

万
円
）
▽
「
何
の
た
め
の
バ

ル
ブ
な
の
？
！
」「
止
め
ら

れ
て

初
め
て
知
っ
た

止

水
栓
」
み
か
ん
マ
マ
（
フ
ォ

ト
ネ
ー
ム
、
福
岡
県
）▽「
す

っ
か
り
そ
の
気
で
」「
開
閉

栓

舵
に
見
立
て
て

遊
覧

船
」
小
村
敬
俊
（
栃
木
県
）

▽
「
水
田
の
防
人
」「
水
田

の

水
を
守
り
し

仕
切

弁
」
谷
川
岳
大
（
新
潟
県
）

▽
「
決
戦
前
」「
好
試
合

陰
で
支
え
る

散
水
栓
」
杉

杖
典
岳
（
岡
山
県
）
▽
「
龍

の
口
」「
言
葉
よ
り

水
が

溢
れ
る

龍
の
口
」
浅
井
誠

章
（
神
奈
川
県
）。

広報委員長賞「石油の里」五七五賞「港町の年末風景」

光
明
製
作
所
（
本
社
・

大
阪
府
和
泉
市
）
の
水
道

施
設
・
仮
設
配
管
資
材
レ

ン
タ
ル
「
リ
ユ
ー
ズ
シ
ス

テ
ム
」が
２
月
２１
日
付
で
、

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
（
新
技
術
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
）
に
登

録
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
（
Ｎ
ｅ
ｗ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
о
ｌ
о
ｇ

ｙ

Ｉ
ｎ
ｆ
о
ｒ
ｍ
ａ
ｔ

ｉ
о
ｎ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ

ｍ
）
と
は
、
民
間
企
業
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
新
技

術
情
報
を
共
有
及
び
提
供

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ー
ベ

ー
ス
で
国
土
交
通
省
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

「
リ
ユ
ー
ズ
シ
ス
テ

ム
」
は
、
給
水
器
具
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
豊
富
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
何
度

も
利
用
で
き
る
仮
設
配
管

材
料
を
レ
ン
タ
ル
す
る
シ

ス
テ
ム
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ
を
採
用
し
、
仮
設

配
管
材
料
の
再
利
用
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
使
用
後

の
配
管
材
料
の
廃
棄
処
分

や
公
害
問
題
な
ど
仮
設
配

管
工
事
に
伴
う
環
境
負
荷

を
低
減
。
余
分
な
処
分
費

用
も
発
生
し
な
い
た
め
、

材
料
費
・
労
力
費
の
削
減

や
工
期
短
縮
な
ど
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
も
貢
献
。

多
く
の
負
担
を
軽
減
す

る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
多
方
面
で
活
用
し

て
お
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、
今

後
更
に
公
共
工
事
な
ど
で

の
使
用
が
期
待
さ
れ
る
。

「リユーズシステム」
「ＮＥＴＩＳ」に登録

光明製作所

優秀作品賞「勇気を出して」

優
秀
作
品
賞
「
初
め
て
バ
ル
ブ
を
ひ
ね
っ
た
ら
…
」
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